

































は，年開発電電力量に占める石炭のウエイトは， 1980→90年度の聞に， 4.4 
→12.4%と2.8倍の増加が目論まれている 4)同じ期間に原子力では， 16.0→ 









































































州のエネルギー開発問題J 0'"公害研究.1 13巻 1号， 1983年夏季号;宮本憲一・岩元和秋
・田尻宗昭「シンポジウム 九州、|から開発を聞い直すJ 0'"エコノミスト.! 61巻 2号， 1983 
年 1月1・18日。





1990年度には，同 5.9億kQと見込んでいる。これをエネルギー別構成比でみると， 1980 
→1990年度の10年度間に，石炭16.7→19.5%，原子力 5.0→11.3%， LNG6.0→11.5 
%の見通しに対して，石油66.4→49.1%と，エネルギーの石油依存度は 5割以下になる
ことが見込まれている(上記「中間報告J，19-20ページ。)。
4 )電気事業審議会需給部会「中間報告J (1982年 4月22日) (通商産業省・資源エネルギ
ー庁公益事業部編『電源開発の概要.11， 1982年度版)391ページ。
5 )現在，総合エネルギ一対策推進閣僚会議による「要対策重要電源J 30地 点 (4，046万
KW)のうち，次の 8地 点(1，100万KW)は石炭火力である。①苫束・厚真(北j毎道，出
力60万KW)，②能代(秋田， 60万剛3機)，③敦賀(福井， 50万KW2)，④竹原(広島，
70万附)，⑤竜島(広島， 70万KW)，⑥三隅(島根， 70万KW2機)，⑦松浦(長崎， 70万




































































































































































総 面積 民 用 地
]t采草放牧地 宥ー 林 宅 地
その他
(ha) 計 回 世田
7，812 912 287 616 9 4，750 93 2，057 
(%) 







高度成長期， 1960年代に，反対に町の人口は14，473人から 10，737人へと， 26 
%も急減した。なかでも， 15~39歳の青少年層の流出が大きい。これは出生
表 2 人口の推移 単位:人.%
PB~~とご 1960 1970 1975 1980 
o -14 5.4必 37， fo 3，2必 30.O % 2.4山 25.60 2，2オ 21. fo 
15 - 64 7，773 53.7 6，181 57.6 5，915 6l.5 6，765 65.5 
うち15-39 4，524 31.3 3，046 28.4 2，746 28.5 3，358 32.5 
40-64 3，249 22.4 3，135 29.2 3，169 32.9 3，407 33.0 
65 以 上 1，247 8.6 1，330 12.4 1，298 13.5 1，322 12.8 
ノ口入 14，473 100.0 10，737 100.0 9，619 100.0 10，326 100.0 















































1955 1965 1970 1975 1980 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
第 l次産業 5，008 71.0 3，036 60.0 2，476 52.1 1，742 41.5 1.167 24.1 
農休漁業業水・産狩養猟殖業
1，018 56.9 2，159 18.6 1，916 ，10.3 1，244 29.6 743 15.4 
240 3.4 42 0.8 29 0.6 21 0.5 8 0.2 
750 10.6 535 10.6 531 11. 2 477 11.4 416 8.6 
第 2次産業 748 10.6 634 12.5 847 20.2 1，532 31. 7 
建鉱製 業
502 7.1 84 1.7 44 0.9 62 1.5 58 1.2 
1d三立1 門戸 113 1.6 335 6.6 370 7.8 486 11.6 1，140 23.6 
133 1.9 215 4.2 252 5.3 299 7.1 334 6.9 
高運卸金3融次売輸保産険業辿サ不、
1，300 18.4 1，387 27.4 1，607 33.8 1，597 38.1 2，135 44.2 
405 5.7 470 9.3 543 11.4 533 12.7 636 13.2 
30 0.4 30 0.6 30 0.6 36 0.9 45 0.9 
3.2 
191 3.8 269 5.7 254 6.1 310 6.4 
電荒・ flス 動hス水売』産道業務主
27 0.3 36 0.8 36 0.9 75 1.6 
サ公 ービ 506 7.2 525 10.4 599 12.6 590 14.1 905 18.7 
130 1.8 144 2.8 130 2.7 148 3.5 164 3.4 
ト一一一一一一一一一一
分 ~ìi 不能 O O 3 0.1 O 。 10 0.2 0.0 



































発電所の出力 1，000， OOOKW (500， OOOKW X 2基)
工 期埋工工事開始 1977年11月
営業運転開始 1号機 1981年 1月 2号機 1981年 6月
使用燃料主燃料石炭(年IUJ230万トン)








主要機 器ボ イ ラ放射再熱式屋内形超臨界圧1~'ì!Jéボイラ













定格容量 556， OOOKV A 2白，周波数 60ヘルツ
主要交圧器 屋外用 3相送油風冷式
定格容量 530， OOOKV A 2台
環境保全対策設備 ばい煙処理設備
排煙脱硫装置 m.式石灰石育法







アンローダ 700 t / h X 4基
コンベア 延長約2，700m
スタッカ 1 ，700 t / h X 1 +.~ 
スタックリクレーマ 1 ， 700/1 ， 200 t / h X 1某
1)クレーマ 1，200/ h X 2基
71 
貯炭場 ノfイル方式備苔五143万 t (約45日分)
主要建造物発 電所本館鉄fi丘9階建建築面駅約12，800m'
延面相 36，700m' 



























l 金 額 | 発注内訳(%)
(億円)I県内|県外
工事関係 386 50 
土 木 235 57 
建 築 127 41 
存見 正凪予毛 20 29 
そ グ〉 他 4 
購買関係 830 41 
土 木 12 10 
建 築 25 30 
機 電 787 42 
そ グコ 他 6 50 
その他 39 64 
業務委託・人件費他 39 I 64 




(注) 県内発注については 2大手企業分 (23%) を含む。
(資料)通産省立地公害局・徳島県企画開発部『徳島県南部モテソレ定住固に
おける石炭火力立地に伴う地域振興効果の活用方策に関する調査報



















































859 .- '~・ノ 860 ¥ ー'
788 "・1;-80j 801 ¥..ノ 811、・、.7'1:.2 、778-p.-， r;-A713 
599 V 一一~/ . /'  691 680 
5ω~/'一‘ 451451 5:~\V589 
3423704，r--・447
272 311;::"-
204 • ...._ ./'" 348 
f ・





4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 1 
1978年 79年 80年 81年
(注) 大瀬戸町公共職業安定所調べ。
(資料)大瀬戸・長崎県地域経済研究会『豊かなふるさとの未来を





就労人貝のピークは80年 4月の 3，101人てコ地元雇用も 1，051人に達した。
しかし，言うまでもなくこの雇用増は工事期間中だけのものであり，すでに





員は発電所 150人，関連企業 250人，合計 400人である。しかし県内雇用率
は，それぞれ13.396，89.296， 60.896と，関連企業では約 9割に達するが，
表 6 発電所運転中の雇用状況
7子ぐ!人 数 数 構成比人 % % 
発電所・建設所勤務者 150 100.0 ;)7.5 
|県内雇用 20 13.3 5.0 
土 木・建 築 5 100.0 1.3 
3 60.0 0.8 
連企業務関勤者
機械・電気 60 100.0 15.0 
|県内雇用 50 83.3 12.5 
拐運炭・ 灰 処 理 100 100.0 25.0 
王
|県内雇用 90 90.0 22.5 
別主種 サービス・前十品 85 100.0 21.3 
l県内雇用 80 94.1 20.0 
計 250 100.0 62.5 
|県内雇用 223 89.2 55.8 
メE入3 計 400 100.0 100.0 










7 (4.5) 5 2 
発電所勤務者
13 (17.3 13 
20 (8.2) 18 2 
男 1 ((0.6)  1 
土木・建築
女 2 2.7 2 
関 3 (1.2) 3 
女男 40((25.8)  17 13 
機械・電気
10 (13.3 3 7 
i主
50 (20.6) 20 20 
女男
87 (56.1) 37 40 
JE: 
持運炭・灰処理
3 (3.4 3 
90 (37.0) 40 40 
業
サービス・清掃 女男 20((12.9)  
4 13 
60 (68.2 18 22 
そ グ〉
他 Id十 80 (32.9) 22 35 
女男 148((95.5)  58 67 
計
75 (85.2 24 31 
223 (91.8) 82 98 
女男 155((100.0)  63 69 
メ口入
88 (100.0 37 31 



































































農林水産業 5 1 
Ili: 業 20 
連 員三正円一 業 47 16 34.0 932 284 30.4 36 15 41.6 
製 た、tiτ 業: 23 5 21. 7 276 87 31.5 29 16 55.1 
;Fl 小売業 217 34 15.6 762 148 19.4 174 100 57.4 
金融保険業 5 1 20.0 67 2 2.9 9 1 11.1 
不動産業 つ 2 1 50.0 
運輸 通 fd業 15 4 26.6 181 68 37.5 11 4 36.4 
電気・ガス・水道業 3 1 33.3 200 171 85.5 
サービス業 105 18 17.1 344 57 16.5 77 29 37.6 
418 78 18.6 2.789 815 29.2 339 166 48.9 
(注) 1981年度大瀬戸町・大品町事業所統計名簿より
(Hl fi川河野苦陪「石炭火力発屯所の建設と地域経済一一松島火力発電所建設の :;!;.1'~J， r経









































































18)塚谷恒雄「エネルギー開発の安全性J (U"第 4回・日本環境会議・発言要旨ゎ 1983年 4
月)17ページ。
19)河野善隆「石炭火力発電所の建設と地域経済一松島火力発電所建設の彩響J [j"経済月
































却固定資産評価額は 5年で約半減し， 11年後には士， 16年後には 1割足らず
になってしまう。その結果，固定資産税の減収速度も急速で、，初年度14億円














82 経 営 と 経 済
表 9 大瀬戸町の主要財政収入の推移(普通会計)
J7¥¥よと 1970 74 75 76 77 
(1) 町 おi 43，476 97，744 114，208 137，681 170，903 
(2) うち発 iE所関係
(3) 地 方 議 与 税 10，050 11，422 17，560 21，204 
実
(4) うち特別トン議与税
(5) 地 方 交 付税 200，071 484，817 529，121 558，752 632，356 
計(一般財i日() 243，517 592，611 654，741 713，993 824，463 
(6)国庫支 Hl 金 34，162 191，404 116，939 186，483 263，035 
(7) うち屯源交付金
an (8) 県 支 tfJ 金 17，018 64，957 82，379 95，383 141，232 
( (9) 地 方 u.'t 51，700 151，200 133，600 292，800 328，400 
千円 (JOJ 分担金・負担金 20，583 35，000 29，737 44，453 61，698 
(J1)使用料・手数料 4，078 8，185 10 ，353 12，351 15，351 
(J2) 寄 付 金 830 4，604 7，912 4，147 6，863 
その他共合計 405，961 1，160，181 1，140，918 1，439，930 1，905，990 
① 町 おi 10.7 8.4 10.0 9.6 9.0 
②うち発電所関 係
③地方員長与税 0.9 1.0 1.2 1.1 
t茸
④ うち特別トン譲与税
⑤地方交付税 49.3 46.4 38.8 i 33.2 
計(一般財ilJ;i) 60.0 51.1 57.4 49.6 43.3 
@国庫支出 金 8.4 16.5 10.7 13.0 13.8 
成 ⑦うち屯 j原交付金
@県 支 出 バ山〉、 4.2 5.6 7.2 6.6 7.4 
@ :t也 方 fIt 12.7 13.0 11. 7 20.3 17.2 
⑪分担金・負担金 5.1 3.0 2.6 3.1 3.2 
⑪使用料・手数料 1.0 0.7 1.0 0.9 0.8 
上じ
⑫寄付金 0.2 0.4 0.7 0.3 0.4 
。//O 
そ の他共合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
発電所












78 79 80 81 84 85 
240，385 302，030 404，236 678，994 1，572，33611，455，422 
27，901 43，452 88，680 350，272 
22，036 31，168 38，979 51，810 60，2201 63，231 
5，286 17，520 
714，957 747，989 809，586 782，266 159，2751 243，950 
992，568 1，081，187 1，252，801 1，513，070 1，791，83111，762，603 
447，291 594，271 779，358 629，428 343，1121 325，228 
250，121 347，936 361，882 114，700 
234，322 207，564 178，629 189，692 399.5361 579，182 
574，600 529，600 530，100 381，200 739，0001 767，700 
60，791 52，696 40，006 36，797 37，5731 133，123 
22，766 26，427 29，996 31，158 39，9151 39，915 
17，721 18，861 6，482 21，771 6，3031 6，303 
2，557，761 2，671，123 3，014，232 3，016，998 3，470，2751 3，840，500 
9.4 11. 3 13.4 22.5 45.31 37.9 
1.1 1.6 2.9 11.自
0.9 1.2 1.3 1.7 1. 71 1.6 
0.2 0.6 
28.0 28.0 26.9 25.9 4.61 6.4 
38.3 40.5 41.6 50.2 51.61 45.9 
17.5 
22.2 25.9 20.9 9.91 8.5 
9.8 13.0 12.0 3.8 
9.2 7.8 5.9 6.3 11.51 15.1 
22.5 19.8 17.6 12.6 21. 31 20.0 
2.4 2.0 1.3 1.2 1.1 3.4 
0.9 1.0 1.0 1.0 1. 21 1. 0 
0.7 0.7 0.2 0.7 0.21 0.2 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.01 100.0 
11.6 14.4 21. 9 51. 6 
10.9 14.6 15.1 16.0 








P子〈ご 1973 75 77 79 80 81 82 83 
町民税 32，343 52，504 80，183 166，023 206，329 201， 114 176，001: 181，846 
実 うち佃人分 23，666 39，344 62，201 112，848 134，356 148，959 139，852: 145，505 
法人分 8，677 13，160 17，982 53，175 70，973 52，155 36，149: 36，341 
回定資産悦 24，758 37，001 49，833 77，894 103，777 238，2511，568，042:1，366，930 
自i 軽自動 4d兄 2，495 2，613 3，351 4，164 4，508 4，611 4，555: 5，347 
千円
たばこ消費税 14，981 17，461 29，031 40，001 44，798 37，401 36，600: 37，200 
屯 3t 税 5，175 4，597 7，823 13，758 44，588 197，395 125，600: 142，200 
その他共合計
町民税 40.5 46.0 46.9 54.9 51.0 29.6 9.2: 10.5 
t芯 うち佃人分 29.6 34.5 36.4 37.4 33.5 21.9 7.3: 8.4 
成
法人分 10.9 11.5 10.5 17.6 17.5 7.7 1.9: 2.1 
l司定資産税 31.0 32.4 29.2 25.8 25.7 35.1 82.1: 78.8 
比 粍 自動車税 0.7 3.1 2.3 1.9 1.4 1.1 ・ 0.2: 0.3 
たばこ消費税 18.8 15.3 17.0 13.2 11.1 5.5 1.9: 2.1 
% 電気 fjL 6.5 4.0 4.6 4.5 11.0 29.1 6.6: 8.2 





~| 1978 79 80 81 82 83 
(1)町 民 f見 7.8 10.8 12.5 6.3 1.9 1.8 
①個人分 2.9 3.6 5.0 3.8 1.1 1.2 
②法人分 4.9 7.2 7.5 2.5 0.8 0.6 
(2)固定資産税 3.8 3.6 3.7 18.8 76.5 74.6 
(3)電 ヌ，RfL 税 5.8 26.5 5.8 6.9 
合計(1)-(3) 11. 6 14.4 21. 9 51.6 84.2 83.3 
町税総計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 






τ子〈之 1978 80 81 82 83 84 85 











火電の場合， 82年 9月 1日現在の就労者数は，発電所 151人， (うち県内25
人)，関連 9杜 313人(同 242人)，合計 464人(同 267人)である。その後






ぷ: 凹定資産 評 価 制 ( 応 円 ， %) !日定資産税(tr円)機械装置 杭築物 ノIkZ 計 機械装置 枯築物 fTi汁
O 800 (100.0) 200 (l・00.0) 1 ，000 (100 . 0 ) 11. 2 2.8 14.0 
1 686 .4 ( 85 .8) 189.0 (94.5) 875.4 (87.5) 9.6 2.6 12.3 
2 588.8 (73.6) 178.8 (89.4) 767.6 (76.8) 8.2 2.5 10.7 
3 504 .8 ( 63 .1) 169.0 (84.5) 673.8 (67.4) 7.1 2.4 9.4 
4 432 .8 ( 54 .1) 159.8 (79.9) 592.6 (59.3) 6.1 2.2 お.3
5 371.2 (46.4) 151.0 (75.5) 522.2 (52.2) 5.2 2.1 7.3 
6 318.4 (39.8) 142.8 (7l.4) 46l.2 (46.1) 4.5 2.0 6.5 
7 272.8 (34.1) 135.0 (67.5) 407.8 (40.8) 3.8 1.9 5.7 
8 234 .4 ( 29 . 3 ) 126.0 (63.0) 360 .4 ( 36 . 0 ) 3.3 1.8 5.0 
9 200 .8 ( 25 . 1) 120.6 (60.3) 321.4 (32.1) 2.8 1.7 4.5 
10 172.0 (21.5) 114.0 (57.0) 286.0 (28.6) 2.4 1.6 4.0 
11 148.0 (18.5) 107 . 8 ( 53 .9) 255.8 (25.6) 2.1 1.5 3.6 
12 126.4 (15.8) 102.0 (51.0) 228 .4 ( 22 . 8 ) 1.8 1.4 3.2 
13 108.8 (13.6) 96.4 (48.2) 205.2 (20.5) 1.5 1.3 2.9 
14 93.6 (11. 7) 91.2 (45.6) 184.8 (18.5) 1.3 1.3 2.6 
15 お0.0 (10.0) 86.2 (43.1) 166.2 (16.6) 1.1 1.2 2.3 
16 o ( 0) 81.4 (40.7) 81.4 (8.1) O 1.1 1.1 








































産税の寄与額を先の表13の推計でみると，形式額では 5年後 7.3億円， 10 




























!日 計 38，300 
I也

















































町民 1 人当り釦(千円) t邑 成 比(%)
区〉¥|大戸戸町 l 
(1) 町 税 190.5 39.6 29.2 24.4 35.7 37.7 13.4 11.8 8.8 12.8 
うち町民税 17.5 20.2 10.9 9.8 14.6 3.5 6.8 4.4 3.5 5.2 
個人分 13.9 13.2 10.4 8.7 12.1 2.8 4.5 4.2 3.1 4.3 
法人分 3.6 6.9 0.5 1.1 2.6 0.7 2.3 0.2 0.4 0.9 
固定資産税 156.3 10.2 13.3 10.1 14.4 31.0 3.5 5.4 3.7 5.2 
(2) 地方交付税 0.0 79.2 70.8 82.5 99.7 0.0 26.8 28.5 29.8 35.7 
小 計(1)+(2) 190.5 118.8 100.0 106.9 135.4 37.7 40.3 40.3 38.7 48.4 
(3) 国庫支出金 165.2 76.3 26.4 50.1 33.5 32.7 25.9 10.6 18.1 12.0 
同県 支出金|川 17.5 59.4 四 6 35.91 4.3 5.9 24.0 13.2 日
(5) 地方債 84.7 51.9 30.0 37.1 35.3116.8 17.6 12.1 13.4 12.6 





















究~ 23巻 2・3・4号， 1975年 3月;大橋英五「九電力企業と減価償却J (一，二，三)









































~主主 1970 73 74 75 76 77 
消経費的 物維扶補人 持助助件件修費結 等費
28.3 23.5 24.5 29.0 24.1 19.8 
11.7 8.2 7.2 8.7 7.8 7.2 
2.0 1.3 1.2 1.4 1.7 1.0 
4.2 8.2 9.0 11. 5 10.6 8.9 
3.6 5.2 6.9 8.1 8.0 6.6 
計 49.8 46.4 48.8 58.7 52.2 43.5 
投資的経費 普通補建単設事業助独費
41. 7 37.4 41. 5 30.2 34.0 36.0 
12.3 18.1 27.9 11.1 19.5 20.2 
29.4 19.3 13.6 19.1 14.5 15.8 
小計(その他共) 43.6 37.5 41. 7 31. 2 37.1 38.5 
そ
投繰積公資・出債資立出・貸付金費
3.8 6.0 5.3 6.2 6.0 6.3 
グ〉 0.6 0.2 0.5 0.1 0.1 0.1 
他 2.0 1.7 2.9 2.4 2.0 1.9 
グ〉 0.2 8.2 0.8 1.4 2.6 9.7 
経費 小 三十 6.6 16.1 9.5 10.1 10.7 18.0 
合うち義務(千的経計円費) 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
394，043 846，971 1，122，454 1，109，157 1，396，093 1，846，147 
36.3 37.7 38.8 46.7 40.7 35.0 

















78 79 80 81 82 83 84 85 
15.5 16.4 15.0 16.2 9.0: 13.0 14.8 13.8 
6.4 7.3 7.2 7.9 5.4: 7.6 8.8 7.8 
0.9 1.2 1.0 1.1 1:0: 1.3 1.4 1.3 
6.9 7.2 6.8 7.3 4.3: 6.1 7.1 6.5 
5.2 5.6 6.5 6.9 4.0: 5.5 6.1 5.5 
34.9 37.7 36.5 39.4 23.7: 33.5 38.2 34.9 
54.6 48.4 45.9 39.6 32.7: 49.9 40.8 45.1 
21.6 30.7 32.1 28.6 15.4: 38.1 30.2 24.8 
32 .9 17. 8 13 . 7 11. 0 17 . 3 : 11 .8 10 . 6 20. 3 
55.9 49.7 50.1 44.7 66.0: 52.3 43.5 47.7 
6.0 7.5 8.9 11.6 7.6: 11.4 15.2 14.7 
0.1 0.1 0.1 0.8 0.6: 0.1 0.1 0.1 
2.7 3.1 3.3 2.7 1.8: 2.3 2.6 2.3 
O .6 1.9 1.2 0.8 0.2: 0.3 0.4 0.3 
9.4 12.6 13.5 15.9 10.2: 14.1 18.3 17.4 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0: 100.0 100.0 100.0 
2，521，797 2，617，874 2，952，442 2，870，185 3，442，880:2，008，476 1，511，127 1，830，580 




~一一主主 1973 74 75 76 
( 21 ) 議総
務メz〉z、
(1)+(費賀2) 
2.4 2.5 3.2 2.7 
22.2 15.5 20.5 25.5 
日十 24.6 18.0 23.7 28.2 
(4356)} 衛教民労 生働育
(3)-(費1賀古65 ) 
11.2 12.5 15.1 13.6 
5.6 4.6 5.3 4.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 
14.7 24.1 12.4 14.4 
計 31. 5 41.2 32.8 32.0 
(78) 農商小林水工産業(費8) 
17.8 15.8 16.1 13.6 
0.3 0.6 0.3 0.1 
計 (7)+ 18.1 16.4 16.4 13.7 
(0ω190H) 土消災公 害 復木防債 旧 技費1世2 
12.5 12.5 13.8 12.8 
2.9 4.1 4.0 3.0 
0.1 0.2 1.0 3.2 
6.0 5.2 6.2 6.0 
合計(その(千他共円) 100.0 100.0 100.0 100.0 
846，971 1，122，454 1，109，157 1，396，093 





t再 成 よじ (%) 町民1人当り(千円)
大 持H 戸 町
似全国団体類 大町瀬戸 似全国団体知
1976 77 78 79 80 81 
24.1 19.8 15.4 16.4 15.0 16.2 20.3 46.7 55.2 
'1生 10.5 8.9 6.9 7.2 6.7 7.2 5.2 20.9 14.1 
8.0 6.6 5.1 5.6 6.5 7.0 9.3 20.0 25.4 
6.0 6.3 6.0 7.5 8.9 11.6 8.7 33.3 23.6 
質 2.6 9.7 0.6 1.9 1.2 0.8 1.8 2.3 5.0 
34.0 35.9 54.4 48.4 4ら.9 39.6 38.8 114.0 105.5 
Bリ
19.5 20.2 21.6 30.7 32.1 28.6 24.4 81.2 66.3 
14.5 15.8 32.8 17.8 13.7 11.0 14.4 31.8 39.2 
37.2 38.5 55.7 49.7 50.1 44.7 42.7 128.6 116.1 
合計(その他とも) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 287.7 271.9 
目
総教農民衛土林水務育生生木産業費費時賀
25.5 30.3 29.2 14.1 12.6 13.2 13.3 37.9 36.2 
13.6 11.5 9.0 9.8 9.4 10.2 11. 2 29.3 30.4 
自ヲ 4.0 4.2 4.9 9.4 11.4 7.0 4.9 20.2 13.3 
14.4 2.8 15.1 13.3 13.9 20.0 16.0 57.5 43.4 
別 13.6 13.4 15.9 15.7 10.4 10.4 21.2 30.0 57.7 
12.8 15.7 13.9 23.0 19.0 16.6 14.2 47.7 38.5 
合計((そ千の円他)とも) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 287.7 271.9 
140.3 185.3 252.4 257.8 288.9 287.7 
(注 (1) 1人当り決算額。





77 78 79 80 81 82 
2.3 1.8 2.0 1.8 2.2 1.3 
30.3 28.6 14.1 12.6 13.2 7.4 
32.6 30.4 16.1 14.4 15.4 8.7 
11.5 9.1 9.8 9.4 10.2 8.4 
4.2 4.5 9.4 11.4 7.0 4.8 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
9.2 15.2 13.3 13.9 20.0 18.4 
24.9 28.8 32.5 34.7 37.2 31.6 
13.4 16.6 15.7 10.4 10.4 6.9 
0.2 0.1 0.2 1.7 0.5 0.2 
13.6 16.7 15.9 12.1 10.9 7.1 
15.7 13.9 22.9 19.0 16.6 9.9 
2.8 2.3 2.8 6.5 3.1 2.0 
2.5 1.3 1.2 4.3 5.1 32.2 
6.3 6.0 7.5 8.9 11.6 7.8 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 


















~とと 1977 78 79 80 81 1977-81合計
19.8 30.8 l.7 2.0 2.9 1l.0 
0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1 
0.6 0.1 9.1 10.9 0.4 4.7 
10.7 19.6 17.3 20.3 38.5 2l. 9 
l.1 7.8 10.0 7.7 2l.8 10.2 
0.8 2.4 0.6 0.7 0.4 l.0 
8.9 9.4 6.7 12.0 16.3 10.7 
37.7 22.4 43.4 37.8 37.6 35.2 
12.0 8.8 34.4 26.3 19.0 20.8 
2.9 0.6 
0.3 8.9 2.4 2.7 2.2 3.7 
9.5 4.2 5.7 5.5 6.8 5.9 
15.9 0.5 0.9 3.3 6.7 4.2 
26.9 25.0 26.0 15.9 17.6 2l. 9 
26.9 2l.1 25.1 12.2 15.7 19.5 
3.9 0.9 3.7 l.9 2.4 
8.0 3.2 5.8 0.4 l.5 3.3 
メ口入
(百万計円)
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 




~土と 1977 78 79 80 81 1977-81合計
土 木 n 
補単計助独
15.9 l.9 2l.4 15.6 16.8 13.9 
2l.8 20.5 22.0 22.2 20.8 2l.3 
37.7 22.4 43.4 37.8 37.6 35.2 
うち道路
補単計助独
20.5 12.9 7.7 9.0 
12.0 8.8 13.9 13.4 1l.3 1l.8 
12.0 8.8 34.4 26.3 19.0 20.8 
教 育 費
補単計助独
7.8 15.6 13.7 19.1 35.5 19.0 
2.9 4.0 3.6 12.0 3.0 2.9 
10.7 19.6 17.3 20.3 38.5 2l. 9 
うち小・中学校
補単計助独
0.2 7.5 9.9 8.1 2l. 6 10.1 
l.7 2.8 0.7 0.3 0.6 l.1 
l.9 10.3 10.6 8.4 22.2 1l. 2 
社会教育他
補単計助独
7.7 8.1 3.8 1l.0 13.9 8.9 
l.2 1.3 2.9 l.0 2.4 1.8 
8.9 9.4 6.7 12.0 16.3 10.7 
合(その他共計) 補単計助独
56.1 39.7 63.3 70.1 72.1 60.2 
43.9 60.3 36.7 29.9 27.9 39.8 
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交付領 (千円) t存 f戊 11: (%) 
大瀬戸町lfJ|長崎県 I ~i 大i'fl戸 I発 P Al|長崎県 I 計町 市町村
(1)道 路 316，019 355，703 50，000 721，722 16.8 17.6 23.7 17.5 
(2)i住 i'~ 18，937 53，012 O 71，949 1.0 2.6 1.7 
(3)漁 ~q才~三 29，799 O 。29，799 1.6 0.7 
(4)農 林 水産 128，436 208，943 o 337，379 6.8 10.3 8.2 
(5)商 工業等 O O O O 
(6)都市公 国 32，000 5，700 O 37，700 1.7 0.3 0.9 
(7)水 道 406，638 125，068 o 531，706 21.6 6.2 12.9 
(8)通 90，410 O O 90，410 4.8 2.2 
スポーツ
(9)レクリェ二ション 106，802 832，245 939，047 5.7 41.1 22.8 
(IO)環 境衛生 O 10，000 76，600 86，600 36.4 2.1 
(IJ)教育文化 499，663 392，640 892，303 26.5 19.4 21.7 
(I2)医 療 O O O O 
(I3)社 会悩祉 246，874 O 246，874 13.1 6..0 
(1 4)ì)~ 防 8，472 11 ，000 O 19，472 0.4 0.5 0.5 
(15)国 土保全 O 29，940 84，000 113，940 1.5 39.9 2.8 










































の前半 4年間に集中し， しかも年次に，全体の60→23→12→ 5%と，初年度

















て 1978 79 80 81 82 83 {~、
場瀬戸港物持 町(j舗丘権装現)線 町(i舗立装T)hi白線 No(5松4山i匂場)j立成
制(大造j祉新lkFセ1町/社fタr会ー 大悩(瀬祉盟主1セ主2岡ノ昔7J社タ8ー会
18，937 26，357 10，900 14，700 計調9，00設 117場、4) 
留長尾施漁設船係 町(i新丘似設品)線|町(i舗立装杉)山線 館歴史民俗資料 i多世以官良地区公















51，461 14，961 18.937 
1た
運多動以場4良3地，3区10 
場多以照良明施運動設 ぅBE;浦地区公l( (小計 130，797)
12，567 89，769 
町辺倒3j(i7t倍線.、I1 
松i込館山地区公 'TIZfI甫車i運動場 柳部落1t会所 集会場13(3.8民2127 )
J十 69，806 35，964 19，969 
{;-ci十301，736
四会t所(j 部r; 集 松納「島者i詰)'i所~)j r.i Nα56~í(J.J易 j立 f戊
7，755 2，700 4，900 
函i
外会平所部J品集 本槽村防火水 NQ(5'E7浦






N成o4(6松漁7仏場.6) 造 N成口5(0松漁14島場，8)0近0 
20 
NO.47 NO.51 























kq 1978 79 80 81 82 83 /口入
177，953 67，026 36，900 14，700 296，579 
松 品 (50.1) (9.5) (12.2) (12.8) (15.7) 
(60.0) (22.6) (12.4) (5.0) (100.0) 
32，795 126，212 25，861 184，868 
i頼 戸 (9.2) (17.9) (8.5) (9.8) 
(17.7) (68.3) (14.0) (100.0) 
158，247 129，863 288，110 
弓乙ミ3 (22.5) (42.9) (15.3) 
(54.9) (45.1) (100.0) 
61，703 50，330 19，969 160，000 292，002 
多以良 (17.4) (7.1) (6.6) (41.3) (15.5) 
(21.1) (17.2J (6.8) (54.8) (100.0) 
瀬戸・雪浦 52，519 302，658 355，177 
(14.8) (43.0) (18.9) 
オノk 、 通 (14.8) (85.2) (100.0) 
30，032 90，410 100，000 19，000 227，874 467，316 
全 町共通 (8.5) (29.8) (87.2) (100.0) (58.7) (24.8) 
(6.4) (19.3) (21.4) (4.1) (48.8) 000.0) 
355，001 704，473 303，003 114，700 19，000 387，874 1，884，051 
ムι1、 計 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
(18.8) (37.4) 06.1) (6.1) (1.0) (20.6) (100.0J 
(注) (1) 事業計画。



































区 分 1975 
(1) 1団体当り(千円) 709，344 2，660，689 2.873.294 1，204，085 1，502，620 1，729，382 
(2)人口 l人当り(千円) 71 260 288 118 144 166 
(3)歳入決算額当り(倍) 0.62 0.88 0.95 0.48 0.52 0.68 
〔参考)公債費比率(%) 7.9 13.6 15.7 7.0 7.2 
(注) 各年度末現布。ただし、大淵戸町以外は1980年度末現丘。
(資料長崎県市町村{足立』各年度版。
1~1 itì 省 rw似団体別市町村財政指数J:c.~， 1982年 1J。
104 経 営 と 経 済
表25 公共施設水準の状況推移
1976 1981 
大瀬戸町 県村内長市十町 大瀬戸町 県村内市長十町
電付制i宜金f註原p皇j i 
道
延 長(km) 149 15，202 171 15，023 
指 数 100.0 100.0 114.8 98.8 
改 良 率(%) 2.7 15.8 3.6 21.8 
路 2雨 装 率(%) 40.3 35.1 70.9 55.7 
上水道普及率 (% ) 85.0 89.4 94.1 93.0 
し 尿収 集率(%) 93.8 64.7 98.2 66.0 
そ
ー.、
み 収集率(%) 68.3 86.0 99.0 84.0 } 
グ〉 公営住宅等比率(%) 1.8 2.3 4.7 
他 公営住宅入居競争率(倍) 2.7 3.1 2.3 
グ〉
施ι又
非木造校舎(小学校)(%) 48.0 70.6 64.7 85.2 
面積比率(中学校)(%) 93.5 66.9 93.5 85.4 
保育所収容率(%) 22.0 23.9 


































































































































































































































































































































































地域振興特別措置法j (仮称)の案文をまとめている(IT"日本経済新聞.11， 1983年 3月5
日Jo
35)遠藤宏一「電源立地の財政効果分析j IT"住民と白?f;.1 241号， 1983年 5月， 83ページ。
なお，関西電力の多奈川第 2発電所を擁する大阪府下堺町では，実際にこの間の「屯力
税」が検討されている(吉本志ー「多奈川l第 2発屯所と大阪湾市部開発公主研究』





37) IT"日本経済新聞.11， 1983年 7月21日。なお，計四月i問中(1983-90年度)の 8年度問
における屯力需要の年平均付1ぴ率は 3.2%と見込まれている。これは，長j即日源開発計
画が作成されるようになった1971年度以降では最も低い水ilュて。ある。 iZi凋審はこのIlIJに
15 経 営 と 経 済
約 5.210万KWの発電設備を完成する必要があるとしているが，このうち約 4.550万附は
認可済みなので¥残り 660万KWが新規の要承認分となっている。
38)大瀬戸町他，前拍書(注 9).各章の提言， とりわけ第 1章，参照。
VI おわりに
今日，構造不況の持続するもとで，エネルギ一関連の大規模供給・備蓄基
地の建設が，地方自治体や住民の一部からは，依然1"外来型開発」の柱の
1つとして期待されている。大瀬戸町の松島発電所は，これを積極的に推進
してきた国，電力会社， 自治体などの当事者からは，今のところかなり高い
評価をうけているようにみえる。
たしかに，大瀬戸町への大規模火電の立地は，発電所の建設に携わる建設，
重機械などの大企業には巨大な需要効果をもたらし，安価な電力料金体系を
有する大口電力需要者には，電力供給の安定確保と低コストを保証した。だ
が，発電所立地は，地域の経済発展や住民の生活・福祉の向上には，一時的
には兎に角，長期的にはつながりにくい。とりわけ，電源立地が，地域に新
しい産業や複雑な産業構造を生みだしつるょっなものでなかった点は重要で、
ある。電源立地は，過疎化をくいとめ，地域経済の発展的拡大の契機とはな
りえていない。この点では，火電建設は，農林漁業の場合のように，そうし
た発展的拡大の基盤を掘り崩す側面さえ有していたのである。
こうして，発電所立地の地元メリットとしては，立地による財政収入の増
加が最も大きく主張されるに至る。たしかに，例えば1982年度には，大瀬戸
町の町税収入は前年度比 2.8倍となり，町税に占める発電所関連分の割合は
84%にも達した。町税は発電所依存型に急旋回し，地方交付税は不交付とな
ったのである。しかし，町の財政収入の増加は，そのまま財政基盤の根底的
強化を意味するものではなかった。第 1に，町財政収入の増加の主因である
発電所の償却固定資産税は，急速な減価償却のためにその後の急減性をまぬ
がれない。第 2に，町税の名目増加分は，地方交付税による財政調整機能に
より，交付団体である限り，実質的には僅かY4tこ縮減されてしまう。第 3
に，電源立地難打開のための公的・私的地元対策費である電源交付金や
大規模電源立地による地域経済社会の変容と地方財政 17 
協力金については，金額，期間，対象，主体，運用などに大きな制約が
つけられており，地方自治を阻害し，部分的な寄生や浪費などのほか，
さまざまな歪みを生みだしている。第 4に，税収が増加したにもかかわらず，
これを補助裏とする補助金の拡大と地方債の増発のために一般財源のウエイ
トはむしろ低下し，この意味では財政の自主性，弾力性に問題を残している，
などで、ある。
なぜ，町財政収入の急増にもかかわらず，町の財政基盤の根底が確立しえ
ないのか? その理由は，見られるように，町財政収入の極端なまでの発電所
依存への転回が，かえって財政基盤の自主性や自立性を失わせる側面をもち，
財政状態の好転にもかかわらず，その一過性と不安定性を強めていたからで
ある。だが，より基底的理由は，町税を中心とする歳入の増加が主として発
電所関係のものであり，地域経済全体の発展的拡大に根ざしたものではない
という点にある。
それでは，財政収入の増加につれて急増する財政支出は，地域の経済や住
民の生活にいかなるインパクトを与えたであろうか? 火電立地に伴って増
大する町財政支出の基軸は普通建設事業である。これを主導したのは，電源
立地と直接・間接に関係する電源交付金であり，補完的役割を果したのは，
財政収入の増加に期待を寄せる町当局の積極的財政運営であった。こうして，
確かに道路や上水道を中心に公共施設は一定改善された。しかし，その改善
は部分的であり，改善の水準や内容も従来の遅れをかろうじて取り戻したに
すぎない。特に，公営住宅や保育所などの生活基盤施設では，全国的にも低
い長崎県平均と比べてさえ遅れが目立つ。社会サービス面の拡充も余り進ん
でいない。一方， とりわけ注目すべきは，農林水産業費や商工業費などのウ
エイトの低下である。これら地域産業の自律的，内発的発展や複雑な産業連
関構築への模索は，行財政側の対応としては未だ-皆無に近い。町の財政基盤
は発電所だけがほほ、孤立的に突出して支え，その他は依然として脆弱なまま
である。その一方，公共事業の積極的拡大によって起債が進み，公債費と公
債残高は急増に転じている。電源立地を契機とした施設整備等に伴う後年度
負担としては，維持管理費，人件11(，繰出金等の増加も避けられない。発屯
18 桂三?とたli丙
所関連の財政収入が急速に減収するのに対して，これらの財政支出はその性
格上年とともに累増する O したがって，早晩，発電所関連の財政収支は逆転
せざるをえないであろっ。その時，町の財政悲盤が脆弱なままであるとすれ
ば，町財政の困難が加速されるのを避けることはできない。
町の財政基盤の根底的確立がなされていない場合，火電関連税収の減少は，
やがて発電所の増設に対する町当局や 1部住民の熱い期待を投起しよう。だ
が，この選択は，それが安易になされる場合には，住民にとってかなり危険
なものとなろう。なぜなら，それは，①町財政の発電所依存体質を一層強め
て住民自治と地域の内発的発展の途を阻害し，②限界の明らかな自転車操業
的財政運営に身をまかせ，③今日の不安定な国のエネルギ一政策や発電所の
動向に自らの運命を委ねることになるからである。
大瀬戸町は，現在，財政的には最もゆとりのある状態にある。それだけに，
中長期的な財政基盤の確立にむけて，増加した財源を有効に活用する点で，
今ほど重要な時期はない。この場合，現にある発電所との共生を図ることは
無論考えられねばならない。しかし，発電所の主産物である電力を地元で侵
先的に活用する抜本的な政策転換がなされない限り，発電所との共生の余地
は広いものではありえない。むしろポイントは，地場の農林漁業の振興やこ
れと結合した第 2次・ 3次産業の育成，振興を基軸にすえて地域開発を構
想することである。過疎化からの脱却を図るためにも，現に示されているこ
うした方向での提言を急いてい行財政の手順まで具体化することが求められて
いるのである。この課題を達成するには，総合的な地域振興計画が立てられ
ねばならない。しかしこの計画が真に実りあるものとなるためには，計画の
策定や実施に住民や町職員の参加を柱とする住民自治の前進こそが不可欠な
のである。
とはいえ，その過程で，大瀬戸町の現存の財源と努力だけでは大きな限界
があることも明らかとなろう。この場合，現行制度を前提としても，ある程
度までの改革は可能で、ある。たとえば，固定資産税の場合，松島火電の土地
評価額は先述のごとく極端に低い。同じ長崎県の香焼町のように，大企業と
の対等公平の立地から，土地の課税評価額を適正化し，かつ，固定資産税の
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超過課税を採用することは，追求されるべき重要な課題となろう。
にもかかわらず，制度上の制約は重大で、ある。制度上め制約は，既述のよ
うに固定資産税から国・地方の一般的財政関係の問題まで多様で、あるが，電
源立地と係って当面重要なのは電源交付金の改革であろう。電源交付金は，
電源立地の促進と中央集権的管理を制度の前提としている。そのため，住民
自治を阻害し住民本位の地域振興には繋がりにくい。この点を根本的に改革
するには，地方自治をふまえて，発電所を基軸とする地域産業の振興・開発
を総合的に保障する行財政のシステムが構築されなければならない。だが，
これは政府と支配的資本による従来の開発理念の根本的転換を意味している。
次善の，より現実的方策としては，発電量を課税標準とする法定外普通税が
提起きれている。この税は，電源交付金の難点を緩和しながら，地域経済の
内発的発展の財源をも確保しつる点で優れていた。この方策にしても，実現
はそうたやすいものではないかも知れない。しかし，こうした財源拡充の方
向は，町民が民主的な手続きと， 自らの財源及ぴ創意，工夫に基づいて地
域の総合的な発展を図ることと完全に軌をーにしている。この意味で，大瀬
戸町の町民が，かかる自主財源確保のために全国の発電所立地市町村の住民
と共同することは，住民自治のj函養のためにも，地域の内発的発展のために
も，当面する最も重要な課題の 1つなのである。
